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要  旨 

 
本研究では、依頼表現の選択に関わる様々な要因のうち、特に親疎関係に焦点を当て、日本

語母語話者と韓国人日本語学習者がどのように「～テクレル」と「～テモラウ」を使い分けて

いるか、依頼表現形式のバリエーションとして、どのような表現形式を使用しているかを調査

した。調査方法としては、4つの依頼場面での自由記述による談話完成テストを行い、依頼表

現形式を分類･集計した上で、場面ごとに分析･考察を行った。 
その結果、日本語母語話者は「話し手からの心的距離が近い相手」すなわち、親しい後輩・

同級生・先輩には「～テクレル」の使用が多く、「話し手からの心的距離が遠い相手」すなわ

ち、親しくない後輩・同級生・先輩には「～テモラウ」の使用が多く見られた。このように、

日本語母語話者では使用される表現が相手との親疎の程度により相補的にはっきり二分化さ

れていることが明らかになった。一方、韓国人日本語学習者は「話し手からの心的距離が遠い

相手」に「～テモラウ」表現を使用してはいるものの、概して親疎に関係なく「～テクレル」

表現の使用が多く見られた。すなわち、韓国人日本語学習者の場合、日本語母語話者ほど親疎

による「～テクレル」と「～テモラウ」の使い分けがはっきりとは見られなかったのである。

また、興味深いことに、日本語母語話者は親しい先生にも親しくない先生にも「～ていただく」

系の使用が圧倒的に多く、先生と学生のような社会的力関係が明確な場合には、「～テクレル」

と「～テモラウ」の使い分けにおいて親疎にあまり影響されないということが示された。 
依頼の際に用いる表現形式としては、聞き手が親しい後輩と親しい同級生の場合、日本語母

語話者は授受補助動詞を含まない「～て形」の使用が最も多く、肯定疑問形より否定疑問形（「～

てくれない?」など）を使用する傾向が見られた。一方、韓国人日本語学習者は、肯定疑問形

（「～てくれる?」）の使用が最も多く、否定疑問形の使用はあまり見られなかった。聞き手が

親しくない後輩と親しくない同級生の場合、日本語母語話者は、許可の問い掛け形、否定を伴

う形式、及び 願望形（「＊貸りて(も)いい(ですか)?」）の使用は見られたが、肯定を伴う形式

の使用はほとんど見られなかった。一方、韓国人日本語学習者は、肯定を伴う形式（「～てく

れる?」など）が最も多く、その次に、否定をも伴う形式と「もらって」が欠如した許可の問

い掛け形（「＊貸して(も)いい(ですか)?」）の使用が見られた。 
日本語母語話者は、聞き手が親しい先輩の場合、直接形（「～てください(よ)」）の使用が圧

倒的に多く見られた。しかし、聞き手が親しくない先輩の場合は可能+否定疑問形（「～てもら

えませんか?」など）の使用が最も多く、肯定を伴う形式はほとんど見られなかった。一方、

韓国人日本語学習者は、聞き手が親しい先輩だけでなく親しくない先輩である場合も「～てく

ださい(よ)」の使用が最も多く、否定を伴う形式より肯定を伴う形式を使用する傾向にあるこ

とが明らかになった。 
聞き手が先生の場合、日本語母語話者は親疎に関係なく「ですが/けど」が結合した願望を

伴う形式（「～ていただきたいの(ん)ですが…」）の使用が圧倒的に多く、さらに、「～ていただ

きたいの(ん)ですが」の後に、「よろしいです(でしょう)か」「お願いできませんか?」などのよ

うな意図表出の緩和に寄与する付加表現が多く見られた。一方、韓国人日本語学習者は、ごく

典型的な依頼表現「～ていただけますか?」「～ていただけませんか?」の使用が最も多く、願

望形の使用はほとんど見られなかった。願望形の使用が圧倒的に多い日本語母語話者の場合と

対照的な結果が見られた。 
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